
 

 

石川県女性センターの平成２０年度管理状況 
施設所管課 県民文化局男女共同参画課 

指定管理者 （財）石川県女性センター 

 理事長 高田 千恵子 

指定期間 平成 18年４月１日～平成 21年３月 31日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

女性の社会参画の

推進に関する業務 

婦人団体会長研修会の実施（参加者 350 名） 

婦人意見発表大会の実施（参加者 400 名） 

広報誌「石川婦人」の発行（発行部数 12,000 部） 

男女共同参画推進講座の開催（参加者延べ 106 名） 

施設の利用促進に

関する業務 

施設の情報提供 

 ・ホームページにおいて、施設内で開催するイベントの案内や貸

室の予約状況の情報を提供 

 ・施設のパンフレットや利用案内を作成し、利用者等に配付 

・周辺の住民や企業に対し、イベントの開催についての案内ちら

しを配付 

イベントの開催 

 ・女性センターフェスティバル（参加者 1,000 名） 

  （女性センター入居団体と共催） 

貸室業務 貸室施設の使用受付並びに承認 

・承認状況（（２）②参照） 

使用料の徴収事務

業務 

使用料の徴収、納入 

 ・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設の維持管理業

務 

清掃 

警備 

設備保守点検 

植木管理 

小規模修繕  設備・備品の故障修理 

利用者の利便供与

に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・従事員に対し、接遇マナーの向上を徹底 

利用者の苦情・意見の把握 

 ・ご意見箱の設置（延３通） 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ１９年度 

（参考） 

Ｈ２０年度 前年度比 増減理由 

施設利用者数（人） 89,219 89,585 366 

施設稼働率（％） 78.8 82.1 3.3 

 



 

 

②使用許可等の状況 

 承認件数 不承認件数 不承認理由 

ホール 88      0 － 

会議室 252     0 － 

大会議室  347     0 － 

コンベンション室 395     0 － 

研修室① 336     0 － 

研修室② 478     0 － 

研修室③ 488     0 － 

多目的実習室 169     0 － 

料理教室 99     0 － 

計 2,652     0 － 

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額(千円) 減免額(千円) 減免理由 

ホール 3,004 3,388 42 件:女性センター条例施行規則第 6 条第 1 項第 1～3 号に基づく  

会議室     813 713 101 件:     〃 

大会議室    1,180 485 88 件:     〃 

コンベンション室   1,179 279 63 件:     〃 

研修室①    1,020 291 61 件:     〃 

研修室②   1,272 360 92 件:     〃 

研修室③     637 148 83 件:     〃 

多目的実習室     551 503 71 件:     〃 

料理教室     352 224 36 件:     〃 

計   10,008 6,391 637 件 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 42,806 人件費 8,863 

  建築物管理費 18,049 

  光熱水費 13,010 

  修繕費 807 

  事務費 1,586 

  その他 491 

合計       42,806 合計 42,806 

収支差額 0  

 

 

 

 



 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成 20年 11 月～3月実施 有効回答数 132 件） 

回 答 項 目 

良い 概ね良い 普通 やや悪い 悪い 

利用者サービス 41.2 ％ 57.3 ％ － ％ 1.5 ％ 0.0 ％ 

施設の維持管理 44.0 ％ 55.2 ％ － ％ 0.8 ％ 0.0 ％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成20年12月 電話の対応が急ぎ気味だった。 サービス向上のため、勉強会を開き

意見交換を行った。 

平成 20年 1月 

2 月 

3 月 

研修室の温度調整をしたい。 設備担当との連携をよりいっそう密

にし、適度な温度を保つようにした。 

また、室内温度(夏季 28℃、冬季20℃)

を周知し協力を促した。 

平成 21年 1月 料理教室の器具が古い。 使えなくなった器具は取り換えして

いる。 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

   

   

 

③その他報告事項など 

 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上や

利用促進に向けた取組み

が行われているか。 

Ａ 

 

・ご意見箱の設置等によって利用者の声を聞き、施設

運営に活かすことでサービスの質を向上させてい

る。 

・イベントの開催情報や施設の利用状況等積極的な広

報活動を行っている 

②施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 

Ｂ ・仕様書等に基づき適切な管理が行われている。 



 

 

③適切に管理運営・危機管

理を行う組織・体制とな

っているか。 

Ｂ ・適切な職員の配置がなされている。また、サービス

向上のため、接遇マナー等の勉強会を開き意見交換

を行っている。 

・緊急連絡先一覧表の作成や、消防訓練を実施してい

る。 

④その他、必要と認める事

項（例：苦情処理、個人

情報保護） 

Ｂ ・個人情報保護対策として職員全員に周知徹底を図っ

ており、適正な管理を行っている。 

・利用者からの意見、苦情、要望に対して速やかに適

切な対応を図っている。 

総合評価 Ｂ ・女性の社会参画の推進や施設の利用促進を行うなど

施設の設置目的にあった管理運営がなされている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

特になし 

 


